
1

「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
生
活
意
識
調
査
（
平
成
２１
年
）
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　大阪ガス（株）エネルギー・文化研究所では、「住まい・生活」に関して生活者が抱える問題、
期待する姿・方向、そのギャップを埋める解決策、今後のあり方などを分析・研究するために、
平成17年から「これからの住まいとライフスタイルに関する生活意識調査」を実施。そして、
今年初めに5回目の調査を行いました。 
　その平成21年調査の概要並びにトピックスについての結果を簡単に紹介します。詳細な
分析結果については、今後、季刊誌「ＣＥＬ」誌上やホームページなどで報告していく予定（平
成21年10月予定）です（ご協力いただいた回答者の皆様、誠にありがとうございました。こ
の場を借りてお礼申し上げます）。 
 

　 

調
査
の
概
要

①
調
査
地
域 :  

全
国

②
調
査
対
象 :  

満
22
歳
〜
73
歳
の
男
女

③
標
本
数 :  

9
4
3
人

 
  

（
内
回
収
数 : 

8
6
0
人
、性
別 : 

女
性
55
・
9
％
、男
性
44
・
1
％
）

④
抽
出
方
法 :  

層
化
二
段
無
作
為
抽
出
法

⑤
調
査
方
法 :  

留
め
置
き
記
入
依
頼
法（
パ
ネ
ル
調
査
）

⑥
調
査
時
期 :  

平
成
21
年
1
月
22
日
〜
2
月
11
日

0

20%

40%

60%

80%

100%

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年（調査実施年）

 
　
調
査
ト
ピ
ッ
ク
ス

 ①
生
活
満
足
度
―
改
善
傾
向
が
反
転
・

微
減

　
昨
年
ま
で
の
生
活
満
足
度
の
改
善
傾

向
（
平
成
17
年
↓
20
年
）
が
反
転
、
平
成

21
年
調
査
で
は
、
ほ
ぼ
平
成
19
年
水
準

に
悪
化
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
百
年

に
一
度
の
大
不
況
と
い
わ
れ
る
割
に
、

そ
れ
ほ
ど
大
幅
な
悪
化
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
全
体
的
な
生
活
満
足
度
に
与
え
る
影

響
の
大
き
さ
を
見
ま
す
と
、「
生
活
の
安

全
・
安
心
に
対
す
る
満
足
度
」
が
も
っ

と
も
寄
与
が
大
き
い
項
目
に
な
っ
て
い

ま
す
。
不
況
に
よ
る
生
活
不
安
の
増
大

が
、
生
活
満
足
度
の
再
低
下
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

②
生
活
に
対
す
る
不
安
感
の
高
ま
り

　
生
活
の
不
安
感
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、
増
大
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が

多
数
を
占
め
ま
し
た
。
項
目
別
に
見
ま

す
と
、「
大
き
く
不
安
感
が
増
し
た
」
の

は
、
①
年
金
問
題
、
②
雇
用
問
題
、
③
食

の
安
全
、
④
医
療
問
題
、
⑤
物
価
の
水

準
（
高
騰
）
の
順
で
し
た
。「
や
や
不
安

感
が
増
し
た
」
ま
で
含
め
ま
す
と
、
①

年
金
問
題
、
②
物
価
の
水
準
（
高
騰
）、

③
食
の
安
全
、
④
雇
用
問
題
、
⑤
医
療

問
題
と
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

　
年
金
、
食
、
医
療
は
国
民
共
通
の
深

刻
か
つ
長
期
的
な
問
題
。
一
方
、
雇
用
は
、

不
安
の
所
在
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
物

価
は
強
い
不
安
で
は
な
い
も
の
の
、
ひ

ろ
く
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
指

摘
で
き
ま
す
。

③
市
場
機
能
を
重
視
す
る
考
え
の
退
潮

　「
市
場
に
任
せ
て
お
け
ば
経
済
は
う

ま
く
い
く
」
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、「
そ

う
思
う
」
が
2
・
8
％
、「
そ
う
思
わ
な
い
」

が
58
・
6
％
と
、
市
場
信
奉
者
は
ご
く
わ

ず
か
で
し
た
。
平
成
13
年
2
月
に
実
施

し
た
調
査
で
は
、「
そ
う
思
う
」7
・
1
％
、

「
そ
う
思
わ
な
い
」53
・
2
％
で
し
た
。「
市

26.0 44.1
2.1
0.227.1

23.7 52.7
1.9
0.121.3

41.5 36.4
1.4
0.319.9

25.2 39.2
2.1
0.233.0

36.5 32.2
1.5
0.327.4

20.6 38.4
2.1
0.538.3

15.6 36.3
3.4
0.244.2

18.8 39.9
1.5
0.539.0

6.6 24.7
2.4
0.665.2

15.8 41.5
2.2
0.239.9

19.9 16.2 24.4 32.6 3.6
1.0
1.3

4.7 9.8 16.9 51.5 9.4
3.4
3.0

12.7 15.5 26.7 37.6 5.1
0.7
0.8

10.2 10.7 18.5 45.1 8.4
3.0
2.8

9.9 13.7 27.2 40.0 5.5
1.5
1.0

0.5
0.5 37.21.9 21.0 16.9 20.7 1.4

2

非常に満足

満足 どちらとも言えない

どちらかといえば満足

非常に不満

不満

どちらかといえば不満

生活満足度分布の推移図1

42.7

8.28.2
3.23.2
0.90.9

58.2%

12.3%

11.811.8

4.54.5
1.31.3

17.6%

7.87.8
3.13.1
2.02.0

12.9%

8.38.3
2.62.6
1.41.4

12.3%

9.99.9
3.23.2
1.61.6

8.2
3.2
0.9

11.8

4.5
1.3

7.8
3.1
2.0

8.3
2.6
1.4

9.9
3.2
1.6

14.7%

1.61.6

13.913.9

44.2

58.3%

29.5

24.0
20.1

17.317.3

58.2%

17.6%
12.3% 14.7%

58.3%

17.3 15.8

1.71.7

12.412.4

42.1

67.0%
3.63.6

21.321.3

37.6

70.4%
4.64.6

28.228.2

45.1

69.5%
3.43.4

21.021.01.6

13.9

1.7

12.4

3.6

21.3

4.6

28.2

3.4

21.0
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　大阪
期待す
平成17
今年初
　その
分析結果
成21年
の場を借
 

と
も
寄
与
が
大
き
い
項
目
に
な
っ
て
い

ま
す
。
不
況
に
よ
る
生
活
不
安
の
増
大

問
題
と
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

　
年
金
、
食
、
医
療
は
国
民
共
通
の
深

し
た
調
査
で
は
、「
そ
う
思
う
」7
・
1
％
、

「
そ
う
思
わ
な
い
」53
・
2
％
で
し
た
。「
市

場
に
任
せ
て
お
け
ば
経
済
は
う
ま
く
い

く
」
と
い
う
人
は
さ
ら
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
　

④
企
業
の
社
会
的
責
任
へ
の
期
待
―
安

定
雇
用
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

が
増
加
　

　
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
も
っ
と

も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
、「
安
心
・
安
全

で
優
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
」59
・
4
％
、

「
従
業
員
の
安
定
雇
用
」12
・
4
％
、「
法

令
遵
守
」9
・
0
％
の
順
で
し
た
。

　
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
も
の
を
5
つ
ま
で
選
択
す
る
設
問

で
は
、「
安
心
・
安
全
で
優
れ
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
」84
・
6
％
、「
従
業
員
の
安
定

雇
用
」57
・
1
％
、「
法
令
遵
守
」45
・
3
％
、

「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
」36
・
3
％
、

「
不
祥
事
の
際
の
迅
速
な
対
応
」33
・
5
％
、

「
省
資
源
・
省
エ
ネ
」33
・
1
％
、「
二
酸
化

炭
素
排
出
削
減
」30
・
6
％
の
順
で
し
た
。

2
年
前
の
同
様
の
調
査
と
比
較
し
て
顕

著
に
増
加
し
た
項
目
は
「
従
業
員
の
安

定
雇
用
」
＋
13
・
4
％
、「
家
庭
と
仕
事
の

両
立
支
援
」
＋
6
・
4
％
で
し
た
。

　
雇
用
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反

映
し
、
安
定
雇
用
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
企
業
責
任
と
し
て

重
視
す
る
傾
向
が
、
こ
の
2
年
間
に
顕

著
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
結
果
で
し
た
。

⑤
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
―
仕
事
の

優
先
順
位
を
下
げ
た
い
人
は
多
い

　
有
職
者
に
対
し
て
、「
現
在
の
生
活
」

と
「
希
望
す
る
生
活
」
に
お
け
る
仕
事
、

家
事
、
自
由
時
間
の
「
優
先
順
位
」
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
仕
事
が
第
1
位
の
人
は

現
実
の
生
活
で
は
58
・
6
％
、
希
望
す
る

生
活
で
は
32
・
8
％
で
し
た
。
仕
事
が
第

1
位
で
あ
る
最
大
の
理
由
は
、「
仕
事
第

一
で
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
」54
・
8

％
、「
仕
事
量
が
多
い
た
め
優
先
せ
ざ
る

を
得
な
い
」15
・
6
％
、「
仕
事
が
お
も
し

ろ
い
」9
・
2
％
な
ど
で
し
た
。

⑥
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
―
減
ら
し
た
い
が

果
た
し
て
減
る
か
？

　
自
分
の
家
庭
の
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
増
減
意
向
を
尋
ね
ま
す
と
、「
増

や
し
た
い
」1
・
4
％
、「
減
ら
し
た
い
」70

・
5
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」27
・
9

％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
増
減
見
通
し
で

は
、「
増
え
る
」16
・
5
％
、「
減
る
」24
・
4

％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」59
・
0
％

で
し
た
。「
増
え
る
」
は
「
増
や
し
た
い
」

を
15
・
1
％
上
回
り
、「
減
る
」
は
「
減
ら
し

た
い
」
を
46
・
1
％
も
下
回
っ
て
い
ま
す
。

 ⑦
将
来
世
代
の
利
益
―
「
将
来
世
代
を

現
代
世
代
と
同
等
以
上
に
考
慮
」
が

9
割
弱
の
大
多
数

　
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
論
点
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
世
代
間
の
公
平
性
」
に
つ

い
て
、現
代
世
代
の
利
益
優
先
は
2
・
1
％
、

「
将
来
世
代
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
の
で

考
え
る
こ
と
は
な
い
」
は
8
・
7
％
に
過

ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
現
代
世
代
と
将
来

世
代
を
同
等
と
考
え
る
と
す
る
人
は
69
・

0
％
、
将
来
世
代
の
利
益
優
先
は
19
・
3

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
男
女
と
も
に
年
齢

が
上
が
る
ほ
ど
将
来
世
代
の
利
益
優
先

派
が
増
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

0%

食材の品質

物価の水準（高騰）

年金給付制度の健全性

地域医療制度の健全性

収入・日々のやりくり

地球環境、
地域環境の維持

大きく不安感が増した やや不安感が増した 変わらない

やや不安感が解消した 大きく不安感が解消した 無回答

貧困に陥る懸念

治安

健全な（交流のある）
地域社会の維持

雇用（働く場所）の
維持・就職の機会

20% 40% 60% 80% 100%

総数（n=860）

26.026.0 44.144.1
2.12.1
0.20.2
0.527.127.1

23.723.7 52.752.7
1.91.9
0.10.1
0.321.321.3

41.541.5 36.436.4
1.41.4
0.30.3
0.519.919.9

25.225.2 39.239.2
2.12.1
0.20.2
0.233.033.0

36.536.5 32.232.2
1.51.5
0.30.3
2.027.427.4

20.620.6 38.438.4
2.12.1
0.50.5
0.238.338.3

15.615.6 36.336.3
3.43.4
0.20.2
0.344.244.2

18.818.8 39.939.9
1.51.5
0.50.5
0.339.039.0

6.66.6 24.724.7
2.42.4
0.60.6
0.565.265.2

15.815.8 41.541.5
2.22.2
0.20.2
0.339.939.9

26.0 44.1
2.1
0.227.1

23.7 52.7
1.9
0.121.3

41.5 36.4
1.4
0.319.9

25.2 39.2
2.1
0.233.0

36.5 32.2
1.5
0.327.4

20.6 38.4
2.1
0.538.3

15.6 36.3
3.4
0.244.2

18.8 39.9
1.5
0.539.0

6.6 24.7
2.4
0.665.2

15.8 41.5
2.2
0.239.9

生活の不安感に関する意識図2

非常にそう思う そう思う ややそう思う

あまりそう思わない そう思わない 全くそう思わない

どちらとも言えない

無回答

所得の増加を何よりも
重視する

所得増加よりも
労働時間の短縮を重視する

所得増加よりも社会保障の
充実に力を入れてもらいたい

日本で必要なのは所得の
分配を公平にすることだ

日本はまだまだ
経済成長が必要だ

市場に任せておけば  
経済はうまくいく

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数（n=860）

19.919.9 16.216.2 24.424.4 32.632.6 3.63.6
1.01.0
1.31.3
1.0

4.74.7 9.89.8 16.916.9 51.551.5 9.49.4
3.43.4
3.03.0
1.4

12.712.7 15.515.5 26.726.7 37.637.6 5.15.1
0.70.7
0.80.8
0.9

10.210.2 10.710.7 18.518.5 45.145.1 8.48.4
3.03.0
2.82.8
1.3

9.99.9 13.713.7 27.227.2 40.040.0 5.55.5
1.51.5
1.01.0
1.2

0.50.5
0.50.5 37.237.21.91.9 21.021.0

32.6 3.6

51.5 9.4

37.6 5.1

45.1 8.4

40.0 5.5

37.2 21.0 16.916.9 20.720.7 1.41.4

19.9 16.2 24.4
1.0
1.3

4.7 9.8 16.9
3.4
3.0

12.7 15.5 26.7
0.7
0.8

10.2 10.7 18.5
3.0
2.8

9.9 13.7 27.2
1.5
1.0

0.5
0.5
1.9 16.9 20.7 1.4

経済や社会に関する意識図3

8.2
3.2
0.9

58.2%

11.8

4.5
1.3

17.6%

7.8
3.1
2.0

8.3
2.6
1.4

12.3%

9.9
3.2
1.6

14.7%

1.6

13.9

58.3%
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3.6
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水から見たエコライフ

2020年の生活像を考える

食育の時代と社会の役割

パブリックスペースのたのしみ

生活者ができる地球温暖化防止

現代生活者の住まい･生活観2007
　－持続可能性と生活満足

食育の時代と家庭の食卓

まちづくりと地域ブランド

多様なエネルギーで豊かな暮らし

生活者の格差論

新しい居住スタイル

都市のオルタナティブ・ツーリズム

現代生活者の住まい・生活観(2)

現代生活者の住まい・生活観(1)

都市のソーシャル・キャピタル

「火」のある暮らしの現在

「水」で蘇る都市

「エコライフ」という生活者価値

都市のストック再生

「火」の創造力

「木」がひらく未来

ロングライフ

大阪のコスモロジー

エネルギー選択の時代とは

エコ・トラフィック・デザイン

スローライフ

“創造都市”の時代へ

2009年 1 月

2008年10月

2008年 6 月

2008年 3 月

2008年 1 月

2007年 9 月

2007年 6 月

2007年 3 月

2007年 1 月

2006年 9 月

2006年 6 月

2006年 3 月

2005年12月

2005年 9 月

2005年 6 月

2005年 3 月

2004年12月

2004年 9 月

2004年 6 月

2004年 3 月

2003年12月

2003年 9 月

2003年 6 月

2003年 3 月

2002年12月

2002年 9 月

2002年 6 月 

●
本
誌
・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://www.osakagas.co.jp/cel/
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本誌・バックナンバーをご希

望の方は左記編集室までお

問い合わせください。

持続可能なハウジング“団地再生” 2009年 4 月
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